
   朝日新聞親子自然環境教室  平成 24 年 10月 20日 

 

「さつまいも」さんで思ったこと 

   

生まれたお国はどこでしょう（薩摩芋） 

  

花は咲くでしょうか 

  

それではサツマイモはどんな仲間と一緒ですか（科名） 

  

サツマイモという野菜はどの部分が変化してお芋さんになったのですか 

  

サツマイモなどの野菜はなにを食べていますか 

  

サツマイモの品種改良はどのようにしてするのでしょう 

  

美味しい、というのはどういうことですか 

  

花のことを聞きましたが、ちょっと難しいが受粉受精して実がなり種ができて子孫（子供）

を増やしていきますね それではそれを手助けするのは何でしょうか 

  

そのお手伝いしている昆虫の中で一番賢いといわれているのは何でしょうか（食物連鎖） 

  

その虫さんもどんどん減っているのです 何ででしょうか（ＣＣＤ） 

  

それはなんと農薬を使ったから関係が有るのかともいわれています 

  

 

そのミツバチですが大きく分けると西洋ミツバチと東洋ミツバチの二種類です。蜜を多く採

ってくるのは西洋ミツバチで、よく飼育されているのはこのミツバチです。でも古来日本に

住み着いていた日本ミツバチは、賢くて人になつき従順な穏やかな性格で、最近人気が高ま

り飼う人が増えていますよ。花やお野菜、どんぐりの実が成るのは、風や小鳥さんや昆虫、

なかでもミツバチは大きなお手伝いをしているのですよ。ですから風も小鳥もそうしてミツ

バチも自然の一部、自然そのものですね。地球という字を分解しますと、「土」の「球、固

まり」「也」と書きますね。ですから一番大事なことは地球を大切に、つまり「土」を大事

にすることです。 

 

むかし素晴らしい詩人がいました。「金子みすず」という詩人です。その人がこんな詩を書

いています 

          「土」 

     かあさん しらぬ 草の子を 

       なんぜんまんの 草の子を 

         土はだまって そだてます 

           草があおあお茂ったら          

             土はかくれてしまうのに 

                        文責 いこま棚田クラブ 大石門三 

 


